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日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
、先
進
国
の

中
で
も
特
に
低
く
、わ
ず
か
４
％
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

日
本
は
、電
気
を
作
る
た
め
に
必
要
な
石
油
や
天
然

ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
、色
々
な
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、石
油
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
消
費
量
は
、こ
れ

か
ら
さ
ら
に
世
界
中
で
増
え
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
、大
切

に
使
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

原
子
力
発
電
の
燃
料
と
な
る
ウ
ラ
ン
は
、一
度
使
い

終
わ
っ
た
後
も
、再
処
理
す
る
こ
と
で
再
び
発
電
用

の
燃
料
と
し
て
利
用
で
き
ま
す（
プ
ル
サ
ー
マ
ル
）。

こ
れ
に
よ
っ
て
、ウ
ラ
ン
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
、さ
ら
に
は
、他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

節
約
に
な
り
ま
す
。

実
は

奥
が
深
い…

電
気
の

あ
れ
こ
れ

Vol.2

ウラン燃料のリサイクル「プルサーマル」

出典：（石油、天然ガス、石炭）BP統計2008、（ウラン）URANIUM2007 出典：OECD「ENERGY BALANCE OF OECD COUNTRIES 2008」
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原子力を輸入とした場合のエネルギー自給率
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原子力を国産とした場合のエネルギー自給率
（カッコ内の数字）

主要国の中でも
自給率が最も低い
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原子力発電所で使い終わったウラン燃料（使用済燃料）の中には、まだ燃料として再利用できる「プルトニウムプルトニウム」という物
質が含まれています。このプルトニウムを取り出し、ウランと混ぜて新しい燃料（ＭＯＸ燃料）を作ります。それを現在使わ
れている原子炉（サーマルリアクターサーマルリアクター）で核分裂させて発電するのが、プルサーマルプルサーマルです。なお、ウラン燃料だけを使っ
ている現在の原子力発電所でも、ウランから変化したプルトニウムによって約3割の電気が作られています。

使用済燃料か
ら再処理によっ
て取り出された
プルトニウムに
ウランを混ぜて、
ＭＯＸ燃料に
加工します。

原子力発電所の使用
済燃料の中から、リ
サイクルできるウラン
とプルトニウムを取り
出します。
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原
子
力
発
電
は
、燃
料
を
燃
や
さ
な
い
の

で
、発
電
時
に
Ｃ
Ｏ
２（
二
酸
化
炭
素
）を
出

し
ま
せ
ん
。

原
子
力
発
電
は
、原
子
炉
の
中
で
ウ
ラ
ン
を
核
分
裂
さ
せ
、

そ
の
時
に
出
る
熱
で
お
湯
を
沸
か
し
、そ
の
蒸
気
で
大
き

な
羽
根
車（
タ
ー
ビ
ン
）を
回
し
て
電
気
を
作
り
ま
す
。

石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ
ス
を
燃
や
す
火
力
発
電
と
は
違
っ
て
、

燃
料
で
あ
る
ウ
ラ
ン
を
燃
や
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、発
電
時
に
Ｃ
Ｏ
２
を
出
し
ま
せ
ん
。

私たちは、自然界にある大
地・宇宙・食べ物・空気から
年間約2.4ミリシーベルトの年間約2.4ミリシーベルトの
自然放射線自然放射線を受けています。
原子力発電から出る放射線
の量は、年間0.05ミリシー年間0.05ミリシー
ベルト以下ベルト以下になるように設
計・管理しています。それは
胸のレントゲン撮影１回分
より少なく、身体に影響は
ありません。
九州電力では、発電所周辺
の放射線量を連続して監連続して監
視・測定視・測定し、ホームページで
リアルタイムにデータを公開
しています。

原子力発電の放射線は大丈夫？Q
発電所では、放射線や放射性物質を厳しく管理し、
また、常に発電所周辺の放射線量も調査・監視しています。
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原子力発電は、ＣＯ2の排出抑制に大きく貢献しています

※：原子力、再生可能エネルギーなどによる電力量を火力発電（石炭・天然ガス・石油）で賄ったと仮定して試算。

6,650万
トン

火力発電
（石炭・天然
ガス・石油）
だけの場合

3,210万
トン

3,440万
トン

220万トン
電力設備の効率向上
による抑制

580万トン
再生可能エネルギー
による抑制

2,640万トン原子力
による抑制

想定のCO2排出量※ 実際のCO2排出量
（2008年度）

（下図は、九州電力の2008年度実績から試算（CO2換算）したもの）

CO2排出
抑制量

放射線を受けた量
（ミリシーベルト※）

※:放射線が人体に与える
　 影響を表す単位。10

1

0.01
0.001

胸のX線集団検診（1回）

国が定める原子力発電所周辺の線量目標値（年間）

人工放射線自然放射線

東京―ニューヨーク
航空機旅行（往復）（高度に
よる宇宙線の増加）

1人当たりの
自然放射線（年間）
（世界平均）

ブラジル・ガラパリ市の
放射線（年間、大地などから）10

胸部Ｘ線コンピュータ
断層撮影検査（CTスキャン）（1回）6.9

 0.6 胃のX線集団検診（1回） 

法令で定める一般公衆の線量限度（年間）
（医療は除く）1.0

0.1
0.05

再処理工場からの放射性物質の
放出による評価値（年間） 

5重の壁を設けて、
放射性物質を
閉じ込めています。

第１の壁 燃料ペレット燃料ペレット

第2の壁 燃料被覆管燃料被覆管

第4の壁 原子炉格納容器原子炉格納容器

第5の壁 原子炉建屋原子炉建屋

第3の壁 原子炉容器原子炉容器
周辺環境への放射性物質の異常な

放出を防止するため、原子力発電

所は5重の壁を設け、放射性物質

をしっかり閉じ込めています。

出典：「原子力・エネルギー」図面集2009

日常生活と放射線

ホームページ［原子力情報］

0.2

宇宙から 0.39

大地から 0.48

食物から 0.29

空気中のラドンから

1.26

2.4

0.022

当社原子力発電所からの放出実績（年間）
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